
 

                                               

                                               

                         

 

 

 

                                              

                                              

                                              

                                              

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆経営概況☆ 

＝ 経営森林は約３９０ha(ほぼ 100%スギ、ヒノキ人工林) ＝ 

 平成８年に、静岡県のオートバイ 

レーシングチームのメカニックから 

転職し、先代から続く久万造林株式 

会社を引き継ぐ形で林業に参入しま 

した。 

久万林業の始祖 井部英範から続く 

森林を中心に、現在では、約 390ha 

東京ドーム 85 個分の森林を管理・ 

運用しています。 

 

☆ここがポイント☆ 

 井部さんは、森林の管理や木材の生産などで生計を立てていますが、ご自身が山の中

に入って施業を行うということは、あまりありません。 

 森林所有者との話し合いや、実際に森林で施業をする業者との商談、原木市場との調

整といった各方面での交渉が主な仕事です。円滑に事業を進められるよう、人との対話

を何より大切にしています。 

 また、久万高原町のスギ・ヒノキを使った木工品等も作成・加工していて、それらは

品質の高さが評価され、愛媛県の誇る伝統工芸品等を集めた「すごモノ」にも掲載され

ています。 

～オートバイレーシングチームのメカニックから林業へ～ 
  

井部 健太郎さん(久万高原町(旧久万町)) 
 
久万造林株式会社 代表取締役 
合同会社久万郷 代表社員 1967 年生まれ 
ホームページ  https://www.zourin.com 

地元業者との打ち合わせ 木工品のレーザー加工 



【一日のライフスタイル】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【一週間のライフスタイル】 

月 火 水 木 金 土 日 

 
 
 
 

      

 
 
 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就寝

自由時間

打ち合わ

せ等

自由時間

作業等

自由時間

０時

６時

１２時

１８時

☆これからの夢や目指すもの☆ 

 山にも木にも色々な姿や形、そして命があります。今は、人の手によってスギやヒ

ノキの人工林ばかりになってしまった山を、状況に応じて広葉樹を植栽し、本来の姿

に近い、もっと元気な山にする「黄金の森プロジェクト」を模索中。 

☆メッセージ☆ 
林業の醍醐味は「５０年、１００年先の森林を考えながら仕事をすることです。難

しいけれど、それだけいっそう面白い！」 
 
 

【普段の生活について】 

～林業を通じた地域活動～ 

■合同会社久万郷 

 小さな町の総合商社をコンセプトに、久万高原

町の魅力を発信し、元気な町にするため、異業種

の有志が集まって活動しています。 

■久万高原和い環いわい（ＷａｉＷａｉＷａｉ） 

コミュニティー推進協議会 

久万高原特有の自然や食を観光、教育、健康等

に活かした魅力的な地域コミュニティづくり活動

を行うことにより都市と農村の共生・対流の推進

を図っています。 

【普通期】 

【繁忙期】 

休日 

休日 

打ち合わせ・作業等 

打ち合わせ・作業等 

事務所に喫茶スペースを設置。交流の場とし

ても活用してもらっています。 

「休みたい日に休む」をモットーに、適宜休みを取っています。 

「えひめが誇るすごモノデータベース」に掲載 

様子 


